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調査結果（要旨）
100 業界 198 分野の 2018 年度の天気予想は、

「快晴」が 1分野、「晴れ」が 27 分野、「薄日」

が最多の 64 分野、「曇り」が 63 分野、「小雨」

が 20分野、「雨」が 18分野、「雷雨」が 5分野

となった。

また、2017 年度と比較して天気の「改善」を

見込むのは 22分野、「悪化」は 10分野となっ

た。この結果、2018 年度の TDB 業況指数は

53.0 となり改善が続くと見られるものの、

2017 年度と比較して改善ペースはやや鈍化する

と予想。

はじめに

2017 年度の国内景気は、世界経済の回復を受けて輸出の増加基調が続き、高水準の企業収益を

背景とした設備投資も堅調に推移するなど、緩やかな回復傾向が続いた。しかし、帝国データバ

ンクが全国 2 万社超の企業を対象に実施している「TDB 景気動向調査」によると、2018 年度に入

ってからは景気判断の分かれ目となる 50 を割り込む状態が続いており、回復は伸び悩んでいる。

帝国データバンクでは、100 業界 198 分野の業界動向について、2018 年度の業界天気を予想し、

その展望とポイントをまとめた。

Aa

特別企画:「業界天気図」動向調査（2018 年度見通し）

2018 年度の業況、回復が続く見込み
～ 「晴天」が 4 割超を占める、

『ホテル・旅館』は最高の「快晴」見込み ～

■ TDB 業界天気図
企業業績や各種統計データ、業界ニュースなどから、各業界・分野の展望を天気図として、最も良い「快晴」

から「晴れ」、「薄日」、「曇り」、「小雨」、「雨」、最も悪い「雷雨」の 7 段階に分類し、帝国データバンクがそ

れぞれ総合的に判断した
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1. 2018 年度の業界展望 ～ 「晴天」が増加、業況の回復が続く ～

2018 年度の業界展望は、「晴天」と予想される分野が 92 分野（前年度比 7分野増）、「雨天」と

予想される分野が 43 分野（同 2分野減）。そのようななか、2017 年度は「薄日」だった『自動車

製造』は、米中貿易摩擦をはじめとする輸出への影響や、世界的な EVシフトによる競争激化など

が懸念材料となり、「曇り」へ後退の見通し。また、『スーパーマーケット』などの流通業や、フ

ァストフードなど『外食』といったサービス業では、天気の現状維持や好転を見込む分野が多い

ものの、人手不足による人件費負担増が利益圧迫要因となっている。

この結果、2018 年度における天気の改善・悪化状況は、「改善」が 22 分野（前年度比 34 分野減）、

「悪化」が 10分野（同 3分野増）となる見込みで、「改善」が「悪化」を 12 分野上回る見通し。

天気別の業界・分野数

改善・悪化別の業界・分野数
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《業況の改善が見込まれる主な業界・分野》

業界

（分野）

2017 年度

天気

2018 年度

天気予想
2018 年度の展望

ホテル・旅館

景気の緩やかな拡大のほか、2018 年度も引き続き増加が見

込まれる訪日外国人旅行者による宿泊需要は堅調さが続く

見込み。2018 年 6 月 15 日に施行された住宅宿泊事業法（民

泊新法）の影響は今のところ限定的とみられ、各社積極的

な投資を行う。

工作機械

内需では中小企業の設備投資への期待に加え、人手不足解

消に向けた自動化対応で需要増見込み。外需は、中国で産

業政策「中国製造 2025」や人件費高騰にともなう自動化・

省人化を背景に需要は底堅いが、スマホ向け需要に減速の

兆しがあり、足元の米中貿易摩擦による影響も懸念される。

繊維

（繊維製造・

紡績）

自動車・航空機向けなど、産業資材向けの高機能素材で堅

調な販売を予想。建築資材用も、首都圏再開発事業による

オフィスビルやホテル建築が予定され、需要増が期待され

る。ただし、原油高などによる利益圧迫が懸念材料。

《業況の悪化が見込まれる主な業界・分野》

業界

（分野）

2017 年度

天気

2018 年度

天気予想
2018 年度の展望

自動車

（自動車製造）

国内自動車生産・販売が伸び悩む見通し。外需では中国市

場と欧州市場が好調も、北米市場は輸入車への関税引き上

げや金利上昇などで不透明感が漂う。また、EV シフトの動

きが世界規模で加速し、競争が一段と激化する見通し。

石油化学製品

（石油化学製品

製造）

国内エチレン設備の半数が定期修理を行う予定で、汎用樹

脂の生産量減少から需給バランスが変化し、価格が上昇す

る見込み。損益面では、為替変動や原料価格上昇によるマ

ージン縮小が懸念され、各社とも基礎化学品を中心に値上

げを行う予定。

医薬品

（医薬品製造）

高齢化や医療高度化で医療用医薬品の需要は底堅いが、

2018年4月の薬価改定で1.65％減のマイナス改定が実施さ

れたことで、これが製薬各社の業績を直撃する。大手を中

心に減収予想が相次ぎ、新薬創出加算の対象品目縮小や長

期収載品の薬価引き下げ強化なども重くのしかかる。
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2. 2018 年度の TDB 業況指数 ～ 2017 年度と比較して改善ペースは鈍化 ～

天気図の改善・悪化を指数化した“TDB 業況指数”は、2018 年度は 53.0 となる見通しで、引き

続き業況の回復傾向が続くと見られる。しかし、指数の水準は前年度（62.4）から 9.4 ポイント

下落しており、改善ペースは鈍化する予想となる。

＜TDB 業況指数＞

100 業界 198 分野（2018 年 8 月時点）の天気図について、改善・悪化動向を数値化して集計した。50 を境にそ

れより上であれば天気が「改善」、下であれば「悪化」を意味し、50 が業況判断の分かれ目となる（小数点第 2 位

を四捨五入）。また、業界・分野規模の大小に基づくウェイト付けは行っておらず、「1 分野 1 天気」として集計・

算出している。

2段階以上の改善・悪化についても、改善は「1」、悪化は「0」として集計した。

■算出方法

帝国データバンクが各業界・分野の業況などから 7 段階の天気で判断したものをもとに、天気図の変化について

それぞれ以下の点数を与え、合計したものを各年度の分野数で除して算出している。

TDB 業況指数（1999-2018 年度見通し）

※ 景気後退期は、内閣府の「景気基準日付」に基づく

※ TDB 業況指数は、1999 年度から 2017 年度まで実績値、2018 年度は見通し
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3. 主要 50 分野の業界天気図
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【 内容に関する問い合わせ先 】

（株）帝国データバンク

データソリューション企画部 情報統括課

担当：飯島 大介

TEL 03-5775-3073 FAX 03-5775-3169

4. 今後の動向

調査の結果、2018 年度の業界天気図は引き続き「晴天」を見込む業界が増加し、当面は業況の

回復が続くとみられる。主要国の雇用・所得環境の改善による世界経済の回復を受け、輸出が堅

調に推移すると見込まれる。また、企業収益の増加を背景に設備投資の好調が続くとみられるほ

か、構造改革やコスト削減策を進め、売上・利益水準で過去最高を更新する業界も出てこよう。

他方、国内では各地で相次ぎ発生した自然災害の影響が懸念される。また、深刻度が増す企業

の人手不足は幅広い業界へ影響が広がる恐れがあり、特に流通業やサービス業などでは人件費な

どコスト増加が業績に悪影響を及ぼしている。海外では、製造業を中心に、米中貿易摩擦の激化

が及ぼす影響や新興国経済の減速といったリスクの高まりが懸念されている。

そのため 2018 年度の業界天気図は、多くの業界・分野で業況が改善する一方、天気の改善が見

込まれない業界・分野が増加し、全体の業況改善ペースがやや鈍化するものと予想される。

当レポートの著作権は株式会社帝国データバンクに帰属します。

当レポートはプレスリリース用資料として作成しております。報道目的以外の利用につきましては、著作権法

の範囲内でご利用いただき、私的利用を超えた複製および転載を固く禁じます。

調査対象 ※下記の 100 業界をさらに 198 分野に細分化し、天気予想の対象とした


